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Program
クルークハルト：木管五重奏曲 ハ長調 op.79
August Klughardt: Wind Quintet in C major, op.79

ベートーヴェン：
ピアノと管楽のための五重奏曲 変ホ長調 op.16
Ludwig van Beethoven: 
Quintet for Piano and Winds in E �at major, op.16

フィリップ・エルサン：六重奏曲
Philippe Hersant: Sextet for Wind Quintet and Piano

エリック・タンギー：六重奏曲（委嘱新作 / 日本初演）
Eric Tanguy: Sextet for Wind Quintet and Piano (New piece)

プーランク：六重奏曲
Francis Poulenc: Sextet for Piano and Winds

2023年3月12日[日] 14:00開演（13:30開場）     

三鷹市芸術文化センター 風のホール 三鷹市上連雀6-12-14

チケット発売日  マークル会員 12月1日[木] / 一般 12月8日[木]

料金（全席指定）  マークル会員 S席5,850円・A席4,950円 / 一般 S席6,500円・A席5,500円
  U-23（23歳以下 / A席限定） 4,000円＊ 
  ＊U-23ご利用の中学生以上の方は、入場の際に身分証明書のご提示をお願いいたします。
  ＊風のホールは2階席へのエレベーターがございませんので、階段でのご案内となります。

プレイガイド  ●三鷹市芸術文化センター
  ＊発売初日は以下の方法で午前10時から発売を開始し、窓口販売はございません。 
  電話予約 チケットカウンター 0422-47-5122
  ［10:00–19:00 / 月曜休館・月曜が休日の場合は開館し、休日を除く翌日・翌 日々が休館］

  インターネット予約  https://mitaka-art.jp/ticket  
  ＊事前登録（無料）が必要となります。  ＊携帯電話からの場合、座席は自動採番です。
  ●イープラス https://eplus.jp
 主催・お問い合わせ 公益財団法人 三鷹市スポーツと文化財団
  0422-47-5122

エマニュエル・パユ
(フルート)

Emmanuel Pahud  (flute)

フランソワ・ルルー
(オーボエ)

François Leleux  (oboe)

ポール・メイエ
(クラリネット)

Paul Meyer  (clarinet)

ラドヴァン・ヴラトコヴィチ
(ホルン)

Radovan Vlatković  (horn)

ジルベール・オダン
(バソン)

Gilbert Audin  (bassoon)

エリック・ル・サージュ
(ピアノ)

Eric Le Sage  (piano)

世界最高峰の管楽アンサンブルが魅せる、聴かせる、
比類なきサウンド



Designed by Fumiki Tomioka

＊公演の内容等は、やむを得ず変更となる場合がございます。  ＊公演中止の場合を除き、一度購入されたチケットの払戻し、交換はできませんので、何卒ご了承ください。
＊未就学のお子様の入場はできません。また、危険防止のため、小学生のお子様は、2階正面席最前列はご遠慮ください。  ＊2階席へのエレベーターはございません。階段をご利用ください。  ＊お車での来館はご遠慮願います。

@MusicMitaka   （公財）三鷹市スポーツと文化財団・音楽部門の公式Twitterです。 ぜひこの機会に「フォロー」をお願いします！
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JR三鷹駅南口2番バス乗り場から
「 八幡前・芸術文化センター」下車すぐ。
または5・6・7番乗り場から「八幡前」下車1分。
または徒歩約15分。

財団友の会「マークル」会員募集中!!
一般発売日より前に
会員先行予約があります。
＊年会費2,000円
＊チケットの優先予約・割引（1公演2枚まで）、
　ポイントの還元（ご利用額の5%）情報誌の送付、
　チケットの無料送付（口座会員のみ）。

本公演には託児サービスがございます。
対象：1歳～未就学児　定員：10名（要予約）
料金：お子様一人につき500円
お申込み：2023年2月26日[日]までに
三鷹市芸術文化センターへお申込みください。

Tel: 0422-47-5122

PARTNER 本公演のチケットまたはチケット半券で三鷹駅周辺の「チケットパートナーショップ」の特典が受けられます!   https://mitaka-sportsandculture.or.jp   ＊サービス有効期間は公演日から7日間

●

口座番号：〈ゆうちょ銀行〉 00190-5-569156
加入者名：三鷹市芸術文化センター

ご予約後、チケット代金の
郵便振込ができます。

＊普通郵便の場合84円、簡易書留ご希望の場合404円を加算してお振込みください。
＊振込手数料はお客様のご負担になります。
＊お振込み後、10日程度でチケットをお届けします。

＊「払込取扱票」の
　通信欄に〈予約番号〉を
　ご記入ください。

レ・ヴァン・フランセ   Les Vents Français 

　ポール・メイエが中心となり、国際的に活躍する10年来の友人達と、
フランスのエスプリを受け継ぐ木管アンサンブルとして結成。演奏される
機会の少ない名曲の紹介、最高の奏者で最高の演奏を心がけており、
合奏でも個人の輝きを見せるというフランスの伝統を重んじている。小さ
な編成から大きなアンサンブルまでレパートリーによってメンバーや編成
も変わる。メンバーが参加し制作されたプーランクの室内楽全集のCD
は1999年のプーランク・イヤーに発売されると同時に絶賛を浴び、日本
では第 37 回音楽之友社「レコード・アカデミー大賞」を受賞。以来
RCA Red Seal よりトリオやミヨーのエクスの謝肉祭（「スカラムーシュ～
ミヨー：独奏楽器と管弦楽のための作品集」）の CD が発売され話題を
呼んでいる。CD「フランスの風～ザ・ベスト・クインテット」（ユニバーサル 
ミュージック）は第50回レコード・アカデミー賞大賞銀賞を受賞。また「管
楽器とピアノ～レ・ヴァン・フランセの真髄」（2014年）、「ベートーヴェ
ン：管楽器とピアノのための作品集」（2016年）、「コンチェルタンテ!」
（2018年 4月）がワーナー・クラシックスから発売されている。2002年3
月、アンサンブルとして初来日。NHKテレビでもその演奏会の模様が流
れ、予想をはるかに超えるあまりの完璧な演奏は聴衆に衝撃を与えた。

レ・ヴァン・フランセ  公開リハーサル
2023年3月12日 [日] 12:00–13:00（予定）   ＊公開時間が短くなる場合があります。　
会場：三鷹市芸術文化センター 風のホール   定員20人  ＊申込多数の場合は抽選
対象 本公演のチケットを購入されたマークル会員または25歳以下の方限定
申込方法 往復はがきに  ◯1  氏名  ◯2  住所  ◯3  （学生の方は）学校名・学年 / （会員の方は）会員番号  
 ◯4  本公演のチケットに記載された座席番号（人数分）  ◯5  参加希望人数
 （一件お申込みで2名様まで。2名様とも本公演のチケット購入者であることが条件）を明記のうえ、
 次の宛先までお送りください。
宛先 〒181-0012 三鷹市上連雀6-12-14   三鷹市芸術文化センター  「レ･ヴァン･フランセ 公開リハーサル」係
申込締切 2023年1月12日[木]  必着        抽選結果は、1月20日[金]までにご連絡いたします。
※リハーサルのため、演奏の中断など通常の公演とは異なりますこと、また、やむを得ぬ事情により内容に変更が生じる場合がございますことを予めご了承ください。

― 風のホールでは木管楽器が美しく響き、三鷹の聴衆の皆様との音楽を
 通じたコンタクトは、私にとってとても特別な力と性質をもったものです。

（エマニュエル・パユ ）

― 風のホールは素晴らしい聴衆と素晴らしいコンサートの “ホーム”です。
（ポール・メイエ ）

関連プログラム  |   チケットご購入の25歳以下の方、マークル会員対象

稀代のヴィルトゥオーゾたちにしか成しえない、特別なサウンドを
彼らが日本の“ホーム”と呼ぶ、風のホールで聴く
　名実ともに各管楽器の頂点に立つパユ、ルルー、メイエ、ヴラトコ
ヴィチ、オダンと彼らのサウンドを鮮やかに支えまとめるピアニスト、
ル・サージュ。 完璧なテクニックと群を抜く音楽性、豊かな音色で世界
トップクラスに君臨する名手たちが集う奇跡のアンサンブル、レ・ヴァ
ン・フランセ（LVF）が、2002年以降通算8度目の登場です。
　今回のプログラムは、古典派と現代の作品を見事に融合させている
のが特徴です。 前半は、19世紀後半に作曲家 / 指揮者として活躍し
たクルークハルトの木管五重奏曲、20代のベートーヴェンが演奏旅行
先のプラハで聴いたモーツァルトの「ピアノと管楽のための五重奏曲」
に触発されて作曲した同編成の作品が演奏されます。 後半は、レ・
ヴァン・フランセの委嘱により生まれた21世紀の2作品̶2021年に

フランス政府より芸術文化勲章（コマンドゥール勲章）を受章したエルサン、
タンギーがLVFのために作曲した作品を演奏し、彼らの十八番、プー
ランクの「六重奏曲」で締め括るという粋な構成となっています。 タン
ギーの作品は今ツアーで日本初披露。 古典派から21世紀まで木管
アンサンブルの多彩な作品が生で聴ける、またとない機会となります。
各楽器を優れた解釈で聴かせる凄腕のメンバーが揃い、和気あいあ
いとした雰囲気で演奏するからこそ生まれる音楽は、ニュアンスとエス
プリに富んでおり、絶品。 聴き手の心を鷲掴みにするサウンド、誰もが
刮目する華麗なテクニックを堪能できる喜びは格別です！
　625席の風のホールで聴く、「フランスの風」（Les Vents Français
の日本語訳）。 心ゆくまでどうぞお楽しみください。

＊ 2016年6月のメールインタビューより

新型コロナウイルスの影響に伴い、公演を中止・延期する場合がございます。最新の状況は、当財団のホームページ、ツイッターをご確認ください。
ご来館の際は、当財団の新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインをご参照ください。


